
  

一 

育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
案
） 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
就
労
、
結
婚
、
出
産
等
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
等
に
伴

い
増
加
し
て
い
る
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
そ

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施

策
に
関
し
、
基
本
理
念
、
国
等
の
責
務
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
」
と
は
、
子
の
養
育
及
び
家
族
の
介
護
を
同
時
に
担
う
者
を
い
う
。 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
は
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
社

会
全
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
に
対
し
て
適
切
か
つ
十
分
な
支
援

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

二 

２ 

育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
育
児
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
局

及
び
介
護
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
局
そ
の
他
関
連
す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
局
の
相
互
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
総

合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
国
等
の
責
務
） 

第
四
条 

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施

す
る
責
務
を
有
す
る
。 

２ 

地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
し
、
国
と
協
力
し
つ
つ
、

当
該
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

３ 

事
業
主
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。 

（
法
制
上
の
措
置
等
） 

第
五
条 

政
府
は
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置

そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



  

三 

（
実
態
調
査
等
） 

第
六
条 

国
は
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
数
及
び
属
性
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
等
の
利
用
状
況
、
事
業
主
に
よ
る
そ
の
雇
用
す
る
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
取
組
の
状
況
そ

の
他
の
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
定
期
的
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く

施
策
そ
の
他
の
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
施
策
の
見
直
し
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
柔
軟
な
働
き
方
の
促
進
） 

第
七
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
が
、
そ
の
希
望
及
び
事
情
に
応
じ
て
、
労
働
時
間
の
短
縮
等

の
措
置
の
利
用
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
の
取
得
、
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
た
在
宅
勤
務
、
離
職
し
た
場
合
に
お
け
る

再
就
職
そ
の
他
の
柔
軟
な
働
き
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
促
進
に
必
要
な
制
度
の
導
入
そ
の
他
の
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
主
に
よ
る
取
組
の
実
施
の
状
況
の
公
表
の
促
進
等
） 



 

四 

第
八
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
事
業
主
に
よ
る
そ
の
雇
用
す
る
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
取

組
を
促
進
す
る
た
め
、
当
該
取
組
の
実
施
の
状
況
の
公
表
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
か
つ
有
効
な
利
用
の
た
め
の
情
報
の
提
供
等
） 

第
九
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
が
そ
の
育
児
及
び
介
護
の
負
担
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
適
切
か
つ
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
、
相
談
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。 

（
広
報
活
動
及
び
啓
発
活
動
の
充
実
等
） 

第
十
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
保
育
所
、
介
護
施
設
等
の
円
滑
な
利
用
に
資
す
る
よ
う
こ

れ
ら
の
利
用
に
対
す
る
誤
解
、
偏
見
等
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
広
報
活
動
及
び
啓
発
活
動
の
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
学
校
教
育
に
お
け
る
取
組
の
推
進
） 

第
十
一
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
、
生
徒
等
が
、
そ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
高
齢
社
会
に
お
い
て
働
き
、
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
、
自
ら
が
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
認
識
等
を
深
め
る
こ
と
が



  

五 

で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
に
お
け
る
取
組
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。





  

七 

理 

由 
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
就
労
、
結
婚
、
出
産
等
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
等
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
育

児
・
介
護
二
重
負
担
者
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
そ
の
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
育
児
・
介
護
二
重
負
担
者
の
支
援
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、
基
本
理
念
、

国
等
の
責
務
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法

律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


